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平成22年度一般会計決算歳出額

諸支出金
87,829
1.6%

教育費
351,271
6.3%

公債費
1,035,389
18.5%

諸会費
52,815
0.9%

総務費
1,116,465
20.0%

民生費
1,288,547
23.1%

衛生費
521,322
9.3%

労働費
47,109
0.8%

農林水
産業費
504,054
9.0%

商工費
161,313
2.9%

土木費
290,756
5.2%

消防費
69,625
1.2%

災害復旧費
63,242
1.1%

歳　出

5,589,737
千円

（単位：千円，％）（単位：千円，％）

地方消費税
交付金
81,410
1.4%

地方譲与税
86,974
1.5%

その他２
39,438
0.7%

繰越金
85,318
1.5%

分担金
負担金
91,770
1.6%

地方交付税
2,896,074
50.6%

依存財源
4,345,926
75.9%

町債
374,695
6.5%

国庫支出金
439,058
7.7%

国庫支出金
439,058
7.7%

県支出金
428,277
7.5%

町税
704,317
12.3%

繰入金
245,908
4.3%

その他1
252,535
4.4%

自主財源
1,379,848
24.1%

歳　入

5,725,774
千円

町債年度末残高
100

91.2 89.3 83.6 78.2 73.0 67.5
50

0

(億)

17年 18年 19年 20年 21年 22年

9月定例会
　平成２３年９月７日から２６日までの２０日間の会期で開かれました。

　平成２２年度一般会計・特別会計・企業会計の決算１２件、平成２３年

度補正予算４件、人事２件、発議３件、条例２件、報告１件、その他３件

を承認、可決、同意しました。

　なお、請願１件も可決しました。
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平成22年度平成22年度

　歳入総額は、前年度比４％減の５７億２,５７７万４,０９４円。歳出総額は前年度比４.１％減

の５５億８,９７３万６,５２１円。差し引き１億３,６０３万７,５７３円である。翌年度へ繰り越

す額を除いた実質収支額は、９,８０３万８千円でこのうち、５,０００万円を基金に積み立てた。

　歳入については、依存財源７５.９％、自主財源２４.１％で町税は７億４３１万７,６０７円、

前年度比１,４３３万２,０５０円、２.０％の減である。依存財源では、地方交付税が前年度比

１１.６％増の２８億９,６０７万４千円。これは口蹄疫、新燃岳噴火対策という特別交付税大きく

伸びたことが大幅増の要因である。

　国庫支出金が前年度比５６.９％減の４億３,９０５万７,４７８円。県支出金は、前年度比２４.６

％増の４億２,８２７万７,１２５円などが主なものである。今後、町税・保育料・住宅使用料等の

収納率向上に特段の努力を望むものです。

　歳出は、予算現額６４億５,３４３万１,４３３円に対し、支出済額５５億８,９７３万６,５２１

円、執行率８６.６％となっている。義務的経費２６億７,６９４万１千円の４７.８％、このうち１０

億３,５３８万８,５８１円が公債費１８.５％である。投資的経費は普通建設事業の４億５,３９２万

６千円、５４.３％減となっている。

　決算は、住民福祉の増進、産業の振興、生活の整備等に努力されたものとなっている。

　また、口蹄疫対策では、昼夜懸命な防疫活動により、本町では発生を阻止された事、新燃岳噴

火については迅速な町民の避難誘導や火山灰の除去等、職員の積極的な災害対策なとが講じられ

た。

　 北狭野神武ふるさと館 消防団第六部詰所
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◆総務経済常任委員会

＊住宅新築資金等貸付事業特別会計
　　歳入２６８万９千２５３円、歳出２５８万２,１６８円、差し引き１０万７,０８５円の黒字決算であ
　る。歳出は公債費償還金２２８万４,３５９円と公債費償還金利子１８万９,０７９円などである。
　　債権の年度末残高は３千９１０万６,８６０円となっている。

○委員会の意見
　　制度の長期化に伴い、償還対象者も高齢化し、徴収環境は年々厳しくなってくることから法的な措
　置を含めた徴収事務に努力されたい。

＊農業集落排水事業特別会計
　　歳入２,０９５万８,６２８円、歳出２,０６３万
　４,１３１円、差し引き３２万４,４９７円の黒字決
　算である。
　　歳入は一般会計からの繰入金1,５６６万5,０００
　円、使用料４８０万９,４８０円、繰越金４６万
　４,１４８円である。
　　歳出は農林水産業費が５１５万１,４１１円、公
　債費１,５４８万２,７２０円となっている。
　　今後とも加入促進に向け努力を要望する。

＊簡易水道特別会計
　　この会計は旭台地区の簡易水道会計で給水件数１３９件。
　　歳入４,６２９万１,８０９円、歳出２,９８１万７,９９７円、差し引き１,６４７万３,８１２円の黒字
　決算である。
　　歳入の主なものは、使用料・手数料１,３６１万３,１７６円、繰入金２,７００万円、繰越金５６７万
　８,６３３円である。
　　歳出は、衛生費２,７２７万３９６円、公債費２５４万７,６０１円である。

＊公共用地取得事業特別会計
　　歳入１,２８２万８,２８１円、歳出１,２８２万７,３３２円、差し引き９４９円黒字決算である。
　　歳入は一般会計からの繰入金１,２８２万７,３３２円と繰越金９４９円である。歳出は公債費１,２８２
　万７,３３２円となっている。

＊水道事業
　　本事業は給水人口１万４８人、給水件数４,３７７
　件、年間有収水量は１２０万４,９５３㎥で有収水量
　率７６.３％となっている。
　　営業収益は、１億６,８２６万８,５３９円、営業費
　用は１億２,９０６万２,２９５で、当年度純利益は
　１,４７４万７５２円の黒字決算となっている。

＊工業用水道事業
　　当年度１社の企業立地があったが、工業用水を使
　用する企業でなく、収益的支出はない。
　　資本的収入は２２８万６,３８８円、資本的支出は
　建設改良費９４万７,６１７円と企業債償還金１３３
　万８,７１１円で全額他会計からの補助金である。

　

特別会計・企業会計決算審査報告

広原の農業集落排水処理場

旭台浄水場



◆文教厚生常任委員会

＊老人保健特別会計
　　歳入１６５万７,２０８円、歳出１６３万
　９,２９８円、差し引き１万７,９１０円の黒字
　決算である。老人保健医療制度が平成２０年
　４月１日から後期高齢者医療制度に移行され
　た為、当会計は平成２０年３月以前の医療給
　付に係るものが主な決算額となっている。

＊国民健康保険特別会計
　　歳入１６億９,２３９万９,３０２円、歳出
　１６億２,６６６万６,３０２円、差し引き
　６,５７３万３,０００円の黒字決算である。
　　平成２３年３月３１日現在、被保険者数
　３,６２９人、世帯数２,０８０世帯である。
　　保険税滞納額は、８,８７５万８,４９６円、
　前年度比５１２万２,６７６円（５,５％）の
　減となっている。

○委員会の意見
　　年々徴収率は低下してきています。公平なサービスと負担は基本的なものであり、徴収については
　法的な措置も含め、より一層の努力を望むものであります。

＊介護保険事業特別会計
　〔保険事業勘定〕
　　歳入９億９,９９７万９,１３７円、歳出９億５,８７９万９,７１８円、差し引き４,１１７万９,４１９
　円の黒字決算である。平成２３年３月３１日現在の被保険者数は３,４３５人、介護認定者数は５２７
　人となっている。今後も保険給付費の増加が見込まれるため、介護予防の推進や自立支援等にも、な
　お一層の努力をされるよう要望する。
　〔介護サービス事業勘定〕
　　歳入３６８万２,４９３円、歳出３６８万１,２０６円、差し引き１,２８７円の黒字決算である。

＊後期高齢者医療特別会計
　　歳入２億７,２８０万５,４２２円、歳出２億６,８５８万２,２８６円、差し引き４２２万３,１３６円
　の黒字決算である。
　　平成２３年３月３１日現在の被保険者数は２,１３５人である。

＊病院事業
　　本年度の医療体制は常勤医師４人、他職員
　４９人の計５３人である。入院患者数は年延
　べ数１万７,２９０人、外来患者年延べ数５万
　５,１８０人、１日平均１８７.１人となって
　いる。
　　入院収益は、４億４,４９９万９７１円、外
　来収益は３億４,７４６万８,４７１円となって
　いる。
　　厳しい経営状況の中、「高原町立病院改革
　プラン」に基づき、町立病院の役割を果たし、
　医療の質の確保と町民ニーズに対応した医療
　サービスを提供されることを期待する。

5

グランドゴルフを楽しむ高齢者の皆さん

町立高原病院
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者
に
対
し
て
法

　
的
な
措
置
を
含
め
、
保
証
人
関
係

　
等
制
度
改
正
を
と
の
監
査
指
摘
も

　
あ
る
。
現
時
点
で
の
方
向
性
は
。

︵
答
︶
滞
納
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都

　
度
呼
び
出
し
を
し
て
指
導
を
し
て

　
い
る
。
現
在
は
牛
を
担
保
し
て
契

　
約
の
中
で
対
策
を
講
じ
る
よ
う
努

　
め
て
い
る
。

︵
問
︶
監
査
意
見
で
は
、
制
度
改
正

　
が
必
要
と
の
指
摘
で
あ
る
。
会
計

　
責
任
者
の
考
え
は
。

︵
答
︶
償
還
を
促
し
て
い
く
こ
と
で

　
担
当
課
と
調
整
を
し
て
い
る
。

︵
問
︶
滞
納
者
は
何
名
か
。
又
徴
収

　
猶
予
者
は
。

︵
答
︶
肉
用
牛
振
興
基
金
に
つ
い
て

　
は
十
一
名
、
高
齢
者
等
肉
用
繁
殖

　
雌
牛
貸
付
基
金
に
つ
い
て
は
四
名
、

　
肥
育
素
牛
に
つ
い
て
は
、
大
口
を

　
含
め
三
名
で
あ
る
。
償
還
猶
予
者

　
は
い
な
い
。
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医
療
費
と
健
康
保
険
税
を
共

に
下
げ
よ
う

一 

般 

質 

問
そ
こ
が
聞
き
た
い

北迫　泉議員

少
子
化
対
策
＆
財
政
改
革

観
光
客
の
復
活
を

︵
問
︶
定
住
対
策
に
町
有
地
の
処
分

　
は
。

︵
答
︶
高
原
町
定
住
対
策
推
進
本
部

　
並
び
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

　
立
ち
上
げ
て
具
体
的
な
取
り
組
み

　
を
進
め
る
。

︵
問
︶
院
長
住
宅
の
処
分
は
。

︵
答
︶
地
方
自
治
法
第
2
3
8
条
３

　
第
１
項
並
び
に
2
3
8
条
４
第
１

　
項
に
よ
り
譲
渡
で
き
る
状
態
に
な

　
い
。

︵
問
︶
教
職
員
住
宅
の
活
用
は
。

︵
答
︶
校
区
内
居
住
の
意
義
を
理
解

　
し
て
も
ら
い
、
教
職
員
住
宅
を
活

　
用
し
た
町
内
居
住
を
推
進
す
る
。

︵
問
︶
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
合
宿
誘
致

　
推
進
協
議
会
の
立
ち
上
げ
は
。

︵
答
︶
近
隣
市
・
町
と
の
連
携
や
関

　
係
機
関
等
の
助
言
を
賜
り
、
組
織

　
づ
く
り
及
び
推
進
体
制
の
構
築
を

　
検
討
す
る
。

︵
問
︶
セ
リ
市
に
参
加
の
購
買
者
の

　
町
内
宿
泊
費
の
助
成
は
。

︵
答
︶
町
内
の
温
泉
旅
館
を
利
用
す

　
る
よ
う
子
牛
セ
リ
市
名
簿
と
共
に

　
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
Ｐ

　
Ｒ
活
動
な
ど
有
効
な
誘
致
策
に
取

　
り
組
む
。

︵
問
︶
﹁
日
本
で
最
も
美
し
い
村
﹂

　
連
合
の
取
り
組
み
は
。

︵
答
︶
す
ば
ら
し
い
自
然
や
歴
史
的

　
な
資
源
を
後
世
に
繋
げ
て
い
こ
う

　
と
す
る
活
動
が
、
町
民
み
ず
か
ら

　
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

　
通
じ
機
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

︵
問
︶
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
啓

　
蒙
は
。

︵
答
︶
継
続
的
に
啓
発
を
進
め
、
ジ

　
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
知

　
識
の
一
層
の
浸
透
を
推
進
す
る
。

︵
問
︶
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
。

︵
答
︶
自
分
自
身
の
健
康
増
進
や
人

　
生
の
楽
し
み
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

　
ん
で
お
ら
れ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

　
果
た
す
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ

　
る
と
認
識
し
て
い
る
。

︵
問
︶
予
防
医
療
の
啓
蒙
は
。

︵
答
︶
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
は
、

　
20
年
度
20
％
、
21
年
度
19
％
と
全

   

国
で
低
い
位
置
で
あ
る
。
受
診
率

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◎
温
谷
　
文
雄
議
員

︵
問
︶
国
民
健
康
保
険
の
収
入
の
第

　
三
者
納
付
金
の
昨
年
度
の
件
数
と

　
第
三
者
行
為
請
求
を
委
託
し
て
い

　
る
国
保
連
合
へ
の
委
託
料
は
、
何

　
も
な
く
て
も
支
払
う
の
か
。
そ
れ

　
と
も
成
功
報
酬
で
支
払
う
の
か
。

︵
答
︶
第
三
者
納
付
金
は
、
平
成
二

　
十
二
年
度
三
件
。
ま
た
、
委
託
料

　
は
成
功
報
酬
で
支
払
う
。

◎
中
村
　
　
昇
議
員

︵
問
︶
後
期
高
齢
者
の
方
の
特
定
健

　
診
の
受
診
率
向
上
の
対
策
は
ど
の

　
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

︵
答
︶
制
度
自
体
の
啓
発
と
健
康
審

　
査
を
掲
載
し
た
ポ
ス
タ
ー
等
を
各

　
医
療
機
関
へ
配
布
。
ま
た
、
農
業

　
協
同
組
合
や
商
工
会
等
へ
の
協
力

　
を
お
願
い
す
る
。

◎
清
水
　
公
雄
議
員

︵
問
︶
保
険
料
未
納
付
の
高
齢
者
の

　
方
の
保
険
証
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

　
ど
の
よ
う
な
対
処
を
し
て
い
る
の

　
か
。

︵
答
︶
被
保
険
者
証
を
一
律
交
付
し

　
て
い
る
。

病
院
事
業
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
◎
宮
司
　
　
　
議
員

︵
問
︶
外
来
患
者
の
減
少
の
要
因
は

　
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
ま
た
、
起
債

　
償
還
が
来
年
度
か
ら
始
ま
る
が
、

　
病
院
の
収
支
は
ど
の
よ
う
な
見
通

　
し
が
あ
る
の
か
。

︵
答
︶
減
少
の
要
因
と
し
て
医
師
の

　
確
保
が
一
番
、
そ
し
て
、
人
口
の

　
減
少
で
あ
る
。
起
債
償
還
に
つ
い

　
て
は
、
減
価
償
却
費
を
費
用
化
し
、

　
収
支
決
算
を
行
っ
て
き
た
結
果
、

　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

　
現
在
の
決
算
上
の
補
て
ん
財
源
は
、

　
平
成
二
十
一
年
度
よ
り
増
加
傾
向

　
に
あ
る
。
よ
っ
て
単
年
度
の
収
支

　
が
保
て
て
い
け
れ
ば
賄
え
る
。

︵
問
︶
外
来
患
者
が
減
少
し
て
も
、

　
今
後
、
黒
字
経
営
が
見
込
め
る
の

　
か
。

︵
答
︶
日
々
、
経
営
努
力
を
し
、
医

　
師
の
安
定
確
保
が
で
き
れ
ば
維
持

　
で
き
る
。
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◎
中
村
　
　
昇
議
員

︵
問
︶
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

　
所
待
機
者
は
何
名
い
る
の
か
。

︵
答
︶
平
成
二
十
二
年
度
の
高
原
町

　
に
お
け
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
入
所
待
機
者
は
、
県
の
調
査
で
四

　
十
五
名
で
あ
る
。

︵
問
︶
医
療
法
人
か
ら
の
特
別
養
護

　
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
設
置
の
申
請

　
は
な
い
の
か
。

︵
答
︶
現
在
、
設
置
申
請
の
話
は
聞

　
い
て
い
な
い
。

みやま園
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ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
に
補
助
を

︵
問
︶
健
常
者
の
除
菌
は
保
険
適
用

　
外
と
な
っ
て
お
り
、
自
己
負
担
額

　
1
0
、
9
9
0
円
と
高
額
で
あ
る
。

　
せ
め
て
半
額
の
補
助
を
。

︵
答
︶
国
保
財
政
は
逼
迫
し
て
お
り
、

　
現
在
の
所
対
象
と
し
て
い
な
い
。

　
価
す
る
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム

　
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

︵
答
︶
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
事
業

　
を
進
め
て
い
く
が
、
財
源
を
生
み

　
出
す
た
め
に
は
ビ
ル
ド
だ
け
で
な

　
く
ス
ク
ラ
ッ
プ
も
当
然
出
て
く
る
、

　
緊
急
性
、
効
率
性
、
あ
る
い
は
優

　
先
順
位
な
ど
を
ふ
ま
え
て
予
算
付

　
け
を
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
理

　
解
し
て
ほ
し
い
。

︵
問
︶
事
業
仕
分
け
は
小
さ
い
町
だ

　
か
ら
こ
そ
必
要
で
は
。

︵
答
︶
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

　
検
証
し
な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が

　
あ
る
。

︵
問
︶
町
の
現
状
に
マ
ッ
チ
し
た
予

　
算
の
振
り
分
け
を
。

︵
答
︶
町
民
に
身
近
な
こ
と
も
出
来

　
る
限
り
拾
い
上
げ
、
重
要
課
題
等

　
に
重
点
的
、
効
率
的
な
予
算
編
成

　
に
取
り
組
み
た
い
。

︵
問
︶
御
池
は
霧
島
連
山
の
火
口
湖

　
と
し
て
、
す
ば
ら
し
い
景
観
を
有

　
し
交
通
の
便
に
も
恵
ま
れ
て
い
る

　
が
現
状
は
、
観
光
バ
ス
は
ノ
ー
ス

　
ト
ッ
プ
で
通
過
し
、
湖
畔
に
あ
る

　
民
間
の
食
堂
機
能
を
備
え
た
施
設

　
も
一
部
を
除
き
放
置
さ
れ
て
お
り
、

　
観
光
客
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。

　
基
本
計
画
を
早
急
に
策
定
し
、
観

　
光
バ
ス
等
が
定
期
的
に
立
ち
寄
る

　
よ
う
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の

　
整
備
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

︵
答
︶
御
池
の
観
光
資
源
を
観
光
客

　
の
誘
致
に
つ
な
げ
る
た
め
、
将
来

　
の
御
池
を
見
据
え
た
プ
ラ
ン
を
作

　
成
し
た
い
。

︵
問
︶
御
池
皇
子
港
︵
国
道
の
下
︶

　
ま
で
匂
配
が
急
な
た
め
湖
畔
ま
で

　
降
り
ら
れ
な
い
観
光
客
も
相
当
あ

　
る
。
大
型
バ
ス
等
の
乗
り
入
れ
が

　
出
来
る
よ
う
入
口
附
近
の
国
道
の

　
改
良
や
進
入
道
路
の
整
備
が
必
要

　
で
は
な
い
か
。

︵
答
︶
基
本
計
画
を
策
定
し
、
関
係

　
機
関
に
要
望
し
て
い
く
。

本
町
の
観
光
資
源
の
中
に
お

け
る
御
池
の
位
置
付
け
と
整

備
計
画
に
つ
い
て

中村　昇議員

前原淳一議員

   

を
高
め
る
よ
う
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

　
査
の
準
備
を
し
て
い
る
。

新
燃
岳
防
災
対
策
に
つ
い
て

︵
問
︶
町
政
座
談
会
で
祓
川
区
の
避

　
難
所
に
つ
い
て
疑
問
点
な
ど
が
出

　
さ
れ
た
。
政
府
支
援
チ
ー
ム
が
作

　
成
し
た
土
石
流
に
対
し
て
の
避
難

　
計
画
の
中
で
は
、
住
民
主
体
の
防

　
災
体
制
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め

　
に
住
民
説
明
会
等
を
通
じ
て
、
住

　
民
と
の
対
話
を
積
極
的
に
行
う
必

　
要
が
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
地
区

　
の
皆
さ
ん
に
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
説
明
す
べ
き
で
は
。

︵
答
︶
国
土
交
通
省
等
の
機
関
を
活

　
用
し
な
が
ら
、
地
元
で
の
講
習
会

　
等
を
含
め
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

︵
問
︶
消
防
団
員
の
方
々
は
、
そ
れ

　
ぞ
れ
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
消
防
団

　
活
動
に
あ
た
っ
て
い
る
。
い
ざ
出

　
動
と
な
る
と
仕
事
を
休
み
、
消
防

　
活
動
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
新
燃
岳
噴
火
で
は
延
べ
39
日

　
間
で
延
べ
6
3
9
人
が
警
戒
活
動

　
等
に
あ
た
っ
た
。
本
町
の
警
戒
出

　
動
手
当
は
、
一
回
2
、5
0
0
円
で

　
都
城
市
の
4
時
間
以
上
4
、7
0
0

　
円
に
比
べ
低
い
。
本
町
で
も
こ
の

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

︵
問
︶
簡
易
人
間
ド
ッ
ク
事
業
は
、

　
町
民
の
健
康
保
持
に
大
き
く
寄
与

　
し
て
い
る
。
町
は
こ
の
事
業
の
見

　
直
し
を
示
さ
れ
て
い
る
が
。

︵
答
︶
受
診
者
の
固
定
化
が
顕
著
に

　
な
っ
て
お
り
、
新
規
受
診
者
の
掘

　
り
起
こ
し
を
し
た
い
。
永
年
受
診

　
者
に
は
、
負
担
を
増
や
し
て
い
た

　
だ
き
た
い
。
　

︵
問
︶
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

　
を
つ
く
り
、
陸
上
の
合
宿
誘
致
を

　
図
っ
た
ら
ど
う
か
。

︵
答
︶
今
後
、
積
極
的
に
対
応
し
た

　
い
。

︵
問
︶
町
民
体
育
館
の
天
井
が
剥
れ

　
落
ち
そ
う
に
な
っ
て
お
り
、
早
急

　
な
改
修
を
。

︵
答
︶
応
急
的
な
処
置
を
含
め
て
早

　
急
な
対
策
を
と
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

　
手
当
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な

　
い
か
。

︵
答
︶
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

︵
問
︶
宮
崎
市
は
、
津
波
か
ら
市
民

　
を
守
る
た
め
に
防
災
無
線
の
ス
ピ

　
ー
カ
ー
を
増
設
す
る
補
正
予
算
を

　
上
げ
て
い
る
。
6
月
議
会
で
屋
外

　
拡
声
機
の
設
置
を
求
め
る
質
問
を

　
行
い
、
早
急
に
検
討
す
る
と
答
弁

　
さ
れ
た
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

︵
答
︶
皇
子
原
公
園
付
近
に
設
置
を

　
計
画
し
て
い
る
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

︵
問
︶
本
町
を
ど
の
よ
う
に
導
い
て

　
い
く
の
か
、
本
町
の
行
方
は
？

︵
答
︶
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
や
前
例

　
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
町
政

　
全
般
に
つ
い
て
総
点
検
を
実
施
し
、

　
将
来
に
渡
っ
て
持
続
的
に
健
全
性

　
が
確
保
さ
れ
る
財
政
構
造
に
転
換

　
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
こ
れ

　
ら
の
現
状
を
ふ
ま
え
今
後
の
行
政

　
サ
ー
ビ
ス
を
ま
か
な
っ
て
い
け
る

　
自
主
財
源
の
確
保
に
勤
め
て
い
か

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
平
成
20

　
年
12
月
時
点
で
の
人
口
推
計
で
は
、

　
平
成
32
年
に
は
8
、5
3
6
人
と
な

　
っ
て
お
り
、
社
会
福
祉
関
連
分
野

　
を
中
心
に
行
政
需
要
が
一
層
増
加

　
し
て
い
く
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
人

　
口
減
少
に
よ
る
納
税
者
数
の
減
少

　
は
財
政
状
況
を
さ
ら
に
厳
し
く
す

　
る
可
能
性
も
あ
る
。

︵
問
︶
最
近
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
は
。

︵
答
︶
昨
年
10
月
に
第
２
次
高
原
町

　
行
財
政
改
革
推
進
計
画
を
策
定
し

　
た
。

︵
問
︶
行
財
政
改
革
を
す
る
に
は
ま

　
ず
行
政
改
革
が
必
要
だ
、
妥
当
性
、

　
効
率
性
、
総
体
性
、
公
開
性
を
評

8



温谷文雄議員

︵
問
︶
地
球
の
水
の
97
・
5
％
は
海

　
水
で
、
淡
水
の
ほ
と
ん
ど
は
南
極

　
や
北
極
の
氷
。
使
え
る
の
は
河
川

　
や
湖
沼
の
水
、
地
下
水
の
わ
ず
か

　
0
・
76
％
で
あ
る
。
高
原
町
に
は
、

　
霧
島
山
系
の
恩
恵
で
素
ら
し
い
良

　
質
の
水
が
あ
る
。
飲
料
水
に
、
水

　
田
に
養
魚
に
環
境
保
全
に
役
立
っ

　
て
い
る
。
私
は
木
場
田
水
利
組
合

　
長
を
6
年
し
て
い
る
が
今
年
の
5

　
月
は
2
・
3
月
は
雨
が
少
な
か
っ

　
た
た
め
非
常
に
心
配
し
た
。
木
場

　
田
水
利
組
合
は
湧
水
で
成
り
立
っ

　
て
い
る
。
若
し
企
業
が
湧
水
の
近

　
く
に
ボ
ー
リ
ン
グ
し
た
ら
ど
う
な

　
る
の
か
。
今
、
こ
の
日
本
の
各
地

　
で
地
下
水
資
源
を
め
ぐ
り
グ
ロ
ー

　
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
起
き
て
い
る
。

　
無
秩
序
に
地
下
水
を
く
み
出
し
た

　
ら
は
か
り
知
れ
な
い
被
害
が
で
る
。

　
高
原
町
の
上
水
道
の
近
く
に
あ
る

水
資
源
の
保
護
条
例
制
定
に

つ
い
て

　
企
業
が
土
地
を
買
収
し
、
ボ
ー
リ

　
ン
グ
を
行
い
日
何
千
ト
ン
も
水
を

　
く
み
出
し
た
ら
高
原
町
の
貴
重
な

　
水
源
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
枯

　
渇
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
素
晴
ら

　
し
い
霧
島
裂
罅
水
を
守
る
た
め
事

　
き
め
細
や
か
に
規
制
す
る
必
要
が

　
あ
る
。
想
定
外
と
い
う
言
葉
、
今

　
死
語
と
な
っ
て
い
る
の
で
商
業
用

　
水
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
想

　
定
し
早
急
に
水
資
源
を
保
護
す
る

　
条
例
制
定
を
望
む
。

︵
答
︶
今
後
、
先
進
地
等
の
情
報
収

　
集
や
全
国
の
他
自
治
体
等
の
水
資

　
源
保
護
条
例
等
が
ど
の
よ
う
な
経

　
緯
で
制
定
さ
れ
ど
の
よ
う
な
内
容

　
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
高
原
町

　
に
適
し
た
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な

　
い
水
資
源
保
護
条
例
に
今
後
取
り

　
組
み
た
い
。

　
事
業
計
画
の
策
定
年
度
と
な
っ
て

　
お
り
、
高
原
町
高
齢
者
保
健
福
祉

　
計
画
等
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、

　
こ
の
協
議
会
に
諮
っ
て
対
応
し
た

　
い
。

入佐広登議員

並
木
地
区
に
お
け
る
高
千
穂

用
水
路
の
整
備
に
つ
い
て

︵
問
︶
当
地
区
は
昨
年
7
月
3
日
の

　
集
中
豪
雨
に
よ
り
当
用
水
路
が
氾

　
濫
し
、
2
戸
の
床
上
浸
水
を
は
じ

　
め
、
床
下
や
庭
先
に
泥
水
が
流
出

　
す
る
被
害
が
広
範
に
及
ん
だ
。
そ

　
の
後
、
転
倒
堰
等
が
設
置
さ
れ
た

　
が
今
も
な
お
大
雨
時
に
は
氾
濫
寸

　
前
ま
で
水
位
が
上
が
り
、
地
域
住

　
民
の
方
は
大
雨
の
度
に
夜
も
眠
れ

　
な
い
不
安
な
状
況
下
に
お
か
れ
て

　
い
る
。
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
用

　
水
路
の
水
量
の
調
整
を
目
的
と
し

　
た
他
河
川
へ
の
分
水
路
の
整
備
が

　
必
要
で
は
な
い
か
。

︵
答
︶
自
動
転
倒
堰
等
の
対
策
を
行

　
い
つ
つ
あ
り
、
一
つ
の
対
策
と
し

　
て
承
り
た
い
。

︵
問
︶
氾
濫
の
要
因
は
用
水
路
断
面

　
の
不
足
で
あ
る
。
分
水
先
の
河
川

　
の
状
況
も
含
め
総
体
的
な
調
査
測

　
量
費
を
計
上
し
、
分
水
路
の
整
備

　
を
前
提
に
し
た
抜
本
的
な
対
策
を

　
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

︵
答
︶
総
体
的
な
対
策
を
講
じ
る
た

　
め
の
調
査
、
改
良
区
と
の
協
議
を

　
行
い
事
業
の
実
施
に
向
け
取
り
組

︵
問
︶
皇
子
港
と
町
キ
ャ
ン
プ
村
と

　
の
一
体
的
な
活
用
を
行
う
に
は
御

　
池
遊
歩
道
の
整
備
︵
簡
易
舗
装
等
︶

　
も
必
要
で
は
な
い
か
。

︵
答
︶
県
の
管
理
と
な
っ
て
い
る
の

　
で
、
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
ん
で
い
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
対
策

︵
問
︶
全
国
的
に
農
作
物
の
被
害
が

　
出
て
い
る
が
、
高
原
町
の
農
作
物

　
被
害
状
況
と
被
害
額
は
。
又
、
対

　
応
、
対
策
は
。

︵
答
︶
鳥
類
被
害
面
積
、
飼
料
作
物

　
を
中
心
に
3
7
9
h
a
、
被
害
額

　
７
万
２
百
円
。
鹿
、
猪
等
　
面
積

　
1
1
、
4
4
8
a
、
被
害
額
３
百

　
万
２
千
円
。
対
応
、
対
策
は
農
作

　
物
被
害
防
止
策
に
必
要
な
事
業
の

　
導
入
や
関
連
法
策
の
推
進
と
、
高

　
原
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会

　
設
置
し
捕
獲
の
実
施
、
関
連
機
関

　
と
の
連
携
を
強
化
し
、
積
極
的
な

　
対
応
、
対
策
を
講
じ
て
行
く
。

︵
問
︶
鳥
獣
害
対
策
に
ナ
ビ
シ
ス
テ

　
ム
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
で
、
動
物
の

　
接
近
を
検
知
し
て
効
果
が
出
て
い

　
る
と
こ
ろ
が
あ
る
、
高
原
町
で
も

　
検
討
し
て
は
。

︵
答
︶
導
入
に
当
た
っ
て
は
調
査
を

　
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

︵
問
︶
特
定
鳥
獣
鹿
捕
獲
に
報
償
費

　
が
出
て
い
る
が
、
他
の
有
害
鳥
獣

　
へ
の
取
り
組
み
は
。

︵
答
︶
宮
崎
県
町
村
会
等
関
連
機
関

水
資
源
保
護
条
例
制
定
の
取

り
組
み

︵
問
︶
近
年
飲
料
水
の
需
要
が
多
く

　
な
り
、
地
下
水
を
く
み
上
げ
て
飲

　
料
水
を
製
造
す
る
会
社
が
急
増
し

　
て
い
る
、
我
が
高
原
町
は
霧
島
山

　
系
か
ら
湧
水
や
地
下
水
が
あ
り
、

　
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。
後
世
の
為
、

　
水
資
源
の
保
護
、
環
境
保
全
の
観

　
点
か
ら
水
資
源
保
護
条
例
制
定
が

　
必
要
で
は
。

︵
答
︶
企
業
に
と
っ
て
水
は
欠
か
せ

　
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
検
討

　
し
た
条
例
が
必
要
で
、
現
状
の
高

　
原
町
に
合
っ
た
条
例
制
定
の
取
り

　
組
み
を
進
め
て
行
き
た
い
。

︵
問
︶
宮
崎
県
内
に
地
域
密
着
型
サ

　
ー
ビ
ス
系
の
小
規
模
多
機
能
型
居

　
宅
介
護
事
業
所
施
設
が
39
施
設
あ

　
る
、
高
原
町
に
も
必
要
で
は
。

︵
答
︶
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
の

　
３
年
間
に
お
け
る
高
原
町
高
齢
者

　
保
健
福
祉
計
画
第
５
期
介
護
保
険

福
祉

　
を
通
じ
、
国
、
県
に
予
算
拡
充
の

　
要
望
を
し
て
い
る
。

︵
問
︶
狩
猟
者
の
捕
獲
免
許
証
と
、

　
わ
な
許
可
資
格
者
数
は
。

︵
答
︶
わ
な
狩
猟
免
許
者
24
名
。
第

　
一
種
銃
猟
免
許
登
録
︵
ラ
イ
フ
ル

　
銃
、
散
弾
銃
︶
者
数
38
名
。
第
２

　
種
狩
猟
免
許
︵
空
気
銃
︶
者
数
７

　
名
。
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議 

案 

番 

号

議 

決 

結 

果

報
　
告

同
　
意

同
　
意

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

①
松 

元 

茂 

春

②
鹿 

嶋 

重 
明

③
温 

谷 
文 
雄

④
前 
原 

淳 

一

⑤
宮 

司

⑥
入 

佐 

廣 

登

⑦
北 

迫
　  

泉

⑧
中 

村
　  

昇

⑨
清 

水 

公 

雄

⑩
森 

山
　  

勇

件　　　　　名

平成２２年度高原町健全化判断比率及び資金不足

比率について

固定資産評価審査委員会の委員の選任について

教育委員会の委員の任命について

高原町暴力団排除条例

高原町手数料条例の一部を改正する条例

物品購入契約について

分担金を徴収すべき事業について

高原町過疎地域自立促進計画の変更について

平成２３年度高原町一般会計補正予算（第５号）

高原町議会改革特別委員会設置に関する決議

平成２３年度高原町国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）

平成２３年度高原町介護保険事業特別会計補正予

算（第１号）

平成２３年度高原町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）

報　　告

第 ７ 号

同　　意

第 ３ 号

発　　議

第 ６ 号

同　　意

第 ４ 号

議　　案

第４３号

議　　案

第４４号

議　　案

第４５号

議　　案

第４６号

議　　案

第４７号

議　　案

第４８号

議　　案

第４９号

議　　案

第５０号

議　　案

第５１号

− − − − − − − − − −

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

第６回　定例会議議決内容
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第６回　定例会議議決内容

議 

案 

番 

号

議 

決 

結 

果

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

可
　
決

可
　
決

可
　
決

①
松 

元 

茂 

春

②
鹿 

嶋 

重 

明

③
温 

谷 

文 

雄

④
前 

原 

淳 

一

⑤
宮 

司

⑥
入 

佐 
廣 
登

⑦
北 
迫
　  

泉

⑧
中 

村
　  

昇

⑨
清 

水 

公 

雄

⑩
森 

山
　  

勇

件　　　　　名

平成２２年度高原町一般会計歳入歳出決算認定に

ついて

平成２２年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別

会計歳入歳出決算認定について

平成２２年度高原町農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算認定について

平成２２年度高原町老人保健特別会計歳入歳出決

算認定について

平成２２年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳

出決算認定について

平成２２年度高原町簡易水道特別会計歳入歳出決

算認定について

平成２２年度高原町介護保険事業特別会計歳入歳

出決算認定について

平成２２年度高原町公共用地取得事業特別会計歳

入歳出決算認定について

平成２２年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算認定について

平成２２年度高原町水道事業決算認定について

平成２２年度高原町病院事業決算認定について

平成２２年度高原町工業用水道事業決算認定につ

いて

郵政改革法案の早期成立を求める意見書（案）

郵政改革法案の早期成立を求める請願書

森林・林業・木材産業施策の積極的な展開を求め

る意見書（案）

認　　定

第 １ 号

認　　定

第 ２ 号

認　　定

第 ３ 号

認　　定

第 ４ 号

認　　定

第 ５ 号

認　　定

第 ６ 号

認　　定

第 ７ 号

認　　定

第 ８ 号

認　　定

第 ９ 号

請　　願

第 ２ 号

発　　議

第 ７ 号

認　　定

第１０号

認　　定

第１１号

認　　定

第１２号

発　　議

第 ８ 号

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席
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12

　開園から１９年目になりました。平成２１年度からユニットケアを

取り入れ日々ご利用者様の生活支援をスタッフ一同頑張っています。

　今年は新燃岳の噴火があり、まだまだ心配ですが、これからもご利

用者様の生活を一生懸命お世話してまいります。

　介護についてお悩みがありましたら、ご相談下さい。

社会福祉法人　報謝会

特別養護老人ホーム みやま園
園長　竹井　一馬 TEL42-5001

【利用定員数】長期入所…５０名　短期入所生活介護（ショートステイ）…１０名　　計６０名

【入所対象者】長期入所…６５歳以上で要介護認定を認定されておられる方。

　　　　　　　短期生活介護（ショートステイ）…６５歳以上で要支援、要介護の認定を受けている方。

【報謝会理念】福祉を通じて、万物の幸福に、貢献し続ける。

【所　在　地】高原町大字蒲牟田７３４８−２

　
黄
金
色
の
田
ん
ぼ
が
収
穫

の
秋
を
迎
え
、
み
ご
と
に
刈

り
取
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

台
風
の
襲
来
も
な
か
っ
た
か

ら
、
豊
作
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
新
燃
岳
噴
火
の

影
響
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

　
運
動
の
秋
・
食
欲
の
秋
・

読
書
の
秋
と
言
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
は
ど
の
秋
を
満
喫
し

ま
し
た
か
。

　
最
近
、
何
て
呼
べ
ば
良
い

か
解
ら
な
い
名
字
を
目
に
し

ま
し
た
。
四
月
一
日
さ
ん
と

八
月
一
日
さ
ん
。
皆
さ
ん
は

知
っ
て
い
ま
す
か
。
正
解
は

次
回
第
38
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
寒
く
な
り
ま
す
の
で
、

自
分
自
身
で
体
調
を
管
理
し

て
下
さ
い
。

　
　
　
　
北
　
迫
　
　
　
泉
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